
２０１４年度 合計 南千住 荒川 町屋 東尾久 西尾久 東日暮里 西日暮里

高齢者人口 47,419 9,211 7,793 7,177 6,392 6,631 5,768 4,447
相談合計 90,782 16,106 16,910 14,623 7,279 10,469 14,747 10,648

総合相談 40,811 6,027 10,092 5,808 2,776 3,700 7,044 5,364

権利擁護 4,279 1,651 602 851 285 200 492 198
ケアマネ支援 4,229 1,183 500 402 581 413 1,009 141
予防給付 30,339 4,751 4,420 4,663 2,850 4,639 5,230 3,786
二次予防事業 11,124 2,494 1,296 2,899 787 1,517 972 1,159

地域包括支援センターの相談件数と内容別件数
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区政報告
ニュース

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
区

の
高
齢
者
福
祉
の
事
実
上
の
総
合
窓

口
と
し
て
、
年
々
対
象
高
齢
者
・
要

介
護
者
、
相
談
件
数
の
増
加
す
る
中

で
、
尾
久
、
日
暮
里
、
そ
し
て
南
千

住
で
各
一
カ
所
増
設
し
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
お
話

を
聞
く
と
、
こ
れ
ま
で
も
予
防
プ
ラ

ン
作
成
や
相
談
、
訪
問
活
動
な
ど
の

本
来
業
務
で
多
忙
を
極
め
て
き
た
が
、

今
回
新
総
合
事
業
で
新
た
に
事
務
量

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
介
護
の
総
合
窓

口
に
相
応
し
い
体
制
に

さ
ら
に
区
の
介
護
、
高
齢
者
福
祉

事
業
の
相
談
や
受
付
は
、

地
域
包
括
で
行
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
配
置
さ
れ

て
い
る
専
門
職
員
は
、
当

然
な
が
ら
訪
問
で
出
か
け

る
こ
と
も
多
く
、
困
難
ケ
ー

ス
の
対
応
も
増
え
、
さ
ら

に
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
も

必
ず
包
括
職
員
が
参
加
、

他
の
事
業
運
営
な
ど
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
区
役
所

に
相
談
に
行
く
と
「
包
括

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

い
わ
れ
、
包
括
を
訪
れ
る

と
職
員
全
員
が
訪
問
な
ど

で
出
払
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
人
数
だ
け
で

な
く
高
齢
化
率
、
災
害
危
険
度
の
高

い
木
造
密
集
地
域
、
高
齢
者
の
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
世
帯
の
多
い

地
域
な
ど
地
域
特
性
に
も
配
慮
し
た

地
域
包
括
の
配
置
が
必
要
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
人
口
お
お
よ
そ
３
０
０
０
人
程

度
で
一
カ
所
を
基
準
に
し
て
設
置
す

る
と
と
も
に
、
当
面
、
高
齢
者
福
祉

に
関
す
る
受
付
業
務
や
新
総
合
事
業

な
ど
で
の
業
務
増
大
な
ど
実
態
に
合

わ
せ
て
強
化
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

区
は
、
今
後
必
要
に
応
じ
て
体
制
な

ど
強
化
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

横山幸次区議のホームペー

ジ・ブログ・ツイッター

をご覧下さい。横山幸次

で検索して下さい。

裏面 地域包括支援センター

と連携した防災計画など

10月５日(月)
午後６時～８時

横山区議事務所
弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。秘密は厳守します。お急ぎの場

合は、北千住法律事務所の相談日など

ご紹介します。

生活相談は、随時受付ています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

21
日
は
、
敬
老
の
日
。
区
内
で
区

主
催
の
長
寿
慶
祝
の
会
が
開
か
れ
多

く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
元
気

が
何
よ
り
で
す
が
、
い
ま
高
齢
者
の

み
な
さ
ん
を
取
り
巻
く
状
況
は
決
し

て
良
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

マ
ス
コ
ミ
で
も
「
下
流
老
人
」

「
老
後
破
産
」
「
漂
流
老
人
」
な
ど

き
び
し
い
老
後
の
く
ら
し
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
振
り
返
っ
て
我

が
国
の
高
齢
者
は
、
老

人
福
祉
法
第
２
条
で

「
老
人
は
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
の
進
展
に
寄

与
し
て
き
た
者
と
し
て
、

か
つ
、
豊
富
な
知
識
と

経
験
を
有
す
る
者
と
し

て
敬
愛
さ
れ
る
と
と
も

に
、
生
き
が
い
を
持
て

る
健
全
で
安
ら
か
な
生

活
を
保
障
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
理
念
が
本
当
に
生

か
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
介
護

施
設
や
高
齢
者
住
宅
が
少
な
い
た
め

や
む
な
く
遠
隔
地
に
移
ら
ざ
る
を
得

な
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
介

護
、
医
療
、
年
金
、
住
宅
…
安
心
を

確
保
す
る
た
め
の
社
会
保
障
の
充
実

が
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

横
山
幸
次

☆
９
月
11
日
に
横
山
幸
次
区
議
が
共
産

党
区
議
団
を
代
表
し
て
行
っ
た
質
問
要

旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
最
終
）

※昨年度の数字のため分割した南千住は一カ所で集計。南千住が高齢者人

口約9,000人で分割ですから、荒川、町屋もセンターの配置見直しや体制の

強化が必要ではないでしょうか。

☆ころばん体操など

に参加する方も増え

ています。老後は住

み慣れた町で…

高齢者福祉課の
ケースワーカー増員を

高齢者福祉課のケースワーカーは、ここ１０

年間５人のままで、２地域を一人で担当してい

ます。困難ケースへの対応は、地域包括支援セ

ンターと連携して行うとしています。区が直接

現場を持つことが重要性です。現場の実態から

乖離してないで、地域包括支援センターと共通

認識で仕事を進めることが大事です。また、公

的立場で困難ケースへのアウトリーチの必要性

も増大しています。せめて一地域に一人区のケー

スワーカーを増員して配置すべきです。



首
都
圏
を
お
そ
う
大
地
震
か
ら

住
民
の
い
の
ち
と
財
産
を
守
る
対

策
は
、
災
害
危
険
地
域
を
多
く
抱

え
る
荒
川
区
の
最
重
要
課
題
。
阪

神
淡
路
や
東
日
本
大
震
災
で
、
最

も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
、

復
興
過
程
も
含
め
高
齢
者
、
障
害

者
な
ど
社
会
的
に
援
護
が
必
要
な

方
々
で
し
た
。
こ
う
し
た
教
訓
を

汲
み
尽
く
し
た
対
策
が
必
要
で
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
場
合
、
建

物
倒
壊
な
ど
に
よ
る
圧
死
が
７
割
。

多
く
が
、
貧
弱
な
木
造
住
宅
、
民

間
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
、
そ
こ
の
住

民
の
多
く
が
低
所
得
者
や
高
齢
者
、

障
害
者
で
し
た
。
生
活
保
護
者
の

死
者
も
一
般
市
民
の
５

倍
で
あ
っ
た
こ
と
も
特

徴
的
で
す
。
東
日
本
大

震
災
で
は
、
障
害
者
の

死
亡
率
が
２
％
で
一
般

の
２
倍
、
津
波
に
襲
わ

れ
た
沿
岸
部
が
４
倍
に

も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
阪
神
淡
路

大
震
災
で
も
一
般
の
死
亡
率
０
．

２
％
に
た
い
し
障
害
者
が
０
．
６

％
か
ら
１
．
２
％
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
。

区
の
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査

を
生
か
し
た
防
災
計
画
を

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
地
域

の
実
情
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
し
た
防
災
対
策
で
す
。
区
は
、

第
６
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
策
定
に
あ

た
っ
て
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
調
査

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
話
し
で
は
、

こ
の
調
査
の
中
で
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
拒
絶
す
る
な

ど
介
護
が
困
難
な

方
が
、
災
害
危
険

度
の
高
い
木
造
密

集
地
域
地
に
多
い

な
ど
の
地
域
特
性

が
あ
る
よ
う
で
す
。
具
体
的
に
は
、

町
屋
地
域
内
で
も
４
丁
目
で
そ
う

し
た
傾
向
が
強
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
を
災
害
時
要
援
護
者
へ

の
支
援
や
地
域
の
特
性
に
あ
っ
た

防
災
計
画
に
結
び
付
け
ら
れ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
、
ま
ず

災
害
危
険
度
の
高
い
地
域
に
「
困

難
を
抱
え
た
高
齢
者
」
が
多
い
実

態
を
直
視
し
て
細
か
い
地
域
分
割

で
の
防
災
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
た
防
災
対
策
を

こ
の
調
査
で
は
、
基
本
と
し
て

生
活
圏
域
毎
に
ま
と
め
て
お
り
、

災
害
時
要
援
護
者
も
見
え
て
き
た

は
ず
で
す
。
さ
ら
に
町
丁
目
毎
の

分
析
が
、
防
災
の
観
点
か
ら
も
可

能
に
な
る
デ
ー
タ
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
高

齢
者
の
貧
困
や
孤
立
、
劣
悪
な
居

住
環
境
な
ど
が
多
く
存
在
し
て
い

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
現
実
を
ふ
ま
え
た
対
応
を
行

う
べ
き
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も

連
携
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
象
の

枠
を
超
え
て
災
害
時
の
要
援
護
者

把
握
と
対
策
を
具
体
化
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

荒
川
区
は
、
都
立
汐
入
公
園
内

（
下
写
真
白
線
枠
内
）
に
２
０
１

７
年
開
設
予
定
の
保
育
園
設
置
計

画
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
（
都

市
公
園
内
に
は
本
来
、
施
設
建
設

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
国
か
ら
一
定

の
条
件
の
も
と
で
「
特
区
」
の
認

可
を
受
け
れ
ば
、
特
養
ホ
ー
ム
や

保
育
園
な
ど
社
会
福
祉
施
設
の
建

設
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
）

東
京
都
は
、
公
園
機
能
を
維
持

す
る
た
め
に
平
屋
建
て
で
屋
上
園

庭
と
し
、
一
般
に
も
開
放
す
る
こ

と
を
条
件
と
し
て
い
ま
す
。
建
設

予
定
の
プ
レ
イ
グ
ラ
ン
ド
で
は
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
近
く
の
保
育
園

の
子
ど
も
た
ち
も
自
由
に
遊
ん
で

お
り
、
保
育
園
園
庭
機
能
と
う
ま

く
調
整
で
き
る
か
課
題
で
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
の
後
手
に
な
っ

た
点
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
汐
入

公
園
は
、
広
域
避
難
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
防
災
機
能
を
維
持

し
つ
つ
、
高
齢
者
施
設
な
ど
も
今

後
と
も
計
画
的
に
検
討
す
る
必
要

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

開設 2017年４月

定員 150人、

０～５才児対応保育園

建物 床面積1000㎡

平屋建て屋上園庭

敷地 約1500㎡を都から借受

一般開放 屋上を一般開放

（ゲートボールや多目的

利用を一定確保）

事業者 本年９月に公募

戦争法の採決が、多数の国民の反

対に背を向けて強行されました。し

かし闘いはこれからです。日本共産

党は、戦争法廃止、立憲主義を取り

戻す「国民連合政府」を以下の内容

で提案しています。

①国民のたたかいをさらに発展させ

安倍政権をうちたおそう

②「廃止」の政党、団体、個人が共

同し国民連合政府をつくろう

③つぎの国政選挙で野党の選挙協力

をおこなおう…みなさんのご意見を

お寄せ

下さい。


